
【具体的な取り組み】 【実現を目指す取り組み】
・プレキャストコンクリートの推進に向けた ・自動化だけでなく、熟練技術や体力を要求しない生産
 関連生産設備の開発・製造  設備の提案を拡大し、「誰でもできる化」を推進する
・生産設備の自動化による生産性向上への寄与 ・「誰でもできる化」を通じて雇用を拡大し、
・溶接品質の維持と作業効率の向上のため  労働力不足に応える
 ファイバーレーザー溶接機を導入

※プレキャストコンクリート：工事現場施工の「手間を削減」するためにあらかじめ成型されたコンクリート製品の総称

※ファイバーレーザー溶接：局部加熱で行うことから熱による変形、ひずみが出にくい溶接

【具体的な取り組み】 【実現を目指す取り組み】
・年間休日120日の確保 ・「誰でもできる化」を社内体制に積極的に導入し、
・従業員の資格取得推進と支援  経験や体力に制限されない業務を拡大することで
・ファイバーレーザー溶接機の導入による  ワークライフバランスを推進する
 溶接訓練期間の短縮（「誰でもできる化」） ・コミュニケーションツールの導入やオンライン会議の

 推進により時間の有効活用を促がす

【具体的な取り組み】 【実現を目指す取り組み】
・地元人材の積極的な採用 ・「誰でもできる化」により、雇用対象を幅広く設定し、
・延長雇用制度の確立  地域の継続的な雇用を創出する
・インターンシップの受け入れ

【具体的な取り組み】 【実現を目指す取り組み】
・社内照明をＬＥＤへ全面切り替え ・産業廃棄物削減に向けて高耐久な製造設備を
・工場棟の補助照明として自然光を取り入れ  開発、製造、提案する
・ハイブリッド車、環境配慮型機器の導入 ・補助照明としての自然光取り入れを拡大する

・ハイブリッド車の導入台数増加

「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称で、2015年9月に国
連で採択された2030年までに達成すべき国際目標です。
「誰一人取り残さない」をスローガンに、貧困、気候変動、人種・性差別、働き方などの
社会が抱える様々な問題を解決し、世界全体で明るい未来を目指すための17のゴー
ルと169のターゲットで構成されています。

SDGsとは

地域への貢献

環境への配慮

ワークライフバランスの実現

製造業向けの生産性向上に寄与する設備の提案と提供を通じて、持続可能な社会づくりに貢献
してまいります。

プライベートも仕事も充実させるために、多様な働き方ができる職場環境の整備を進め、
ワークライフバランスの実現を目指してまいります。

職場体験やインターンシップの受け入れなど、地域の次世代を担う人材作りへの協力を通じて、
地域の“未来づくり”に貢献してまいります。

事業を通じて発生する環境への負荷の低減を目指して、環境に配慮した設備の導入や省エネ
ルールの徹底を行ってまいります。

生産性向上をサポート

株式会社ホクテツ SDGs宣言

SDGsの達成に向けた取り組み拡大
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当社は国連が提唱する「持続可能な開発目標（SDGs）」に賛同し、

持続可能な社会の実現に向けた積極的な取り組みを行ってまいります。


